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はじめに
コミュニケーション活動を重視する英語教育の流れの中で??、ドリル
型のCALL（Computer Assisted Language Learning）ソフトについて
は、特に1990年代半ばあたりからコンピュータの活用が ICT（Informa-












































 EFL（English as a foreign language）の環境においては、学習した
























































































































































































コンピュータの用意した正答 They are notable scholars.
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